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GTP で得られたポリクロトン酸メチルの lHNMR スペクトルは、これまで確認されている立体規則性ポリクロト
ン酸メチルのそれとは異なっていた。そこで、オリゴマーを合成し、重合度別に分取し、 4量体および 6 量体につい
て立体異性体混合物から主成分を単離した。これらの単結晶の X線構造解析から、その立体構造はジシンジオタクチ
ックであることを明らかにした。 NMR スベクトルの比較から、この GTP で生成するポリマーがジシンジオタクチッ
クであることを確認した。また、オリゴ、マー解析によりポリマーの生成はトランス開裂、 トレオ付加の経路で生成す
ることがわかった。
























第 2 章では、上記のポリマーの構造決定と、重合反応における立体規制の機構に関する考察が述べられている。 GTP
により得られるオリゴマーからクロマトグラフィーにより単離・精製した 4量体および 6 量体の単結晶 X線構造解析
から、いずれのオリゴマーもそノマ一二重結合のトランス開裂と成長末端へのトレオ付加により生成したジシンジオ
タクチック体であることを明らかにした0"また、これらのオリゴ、マーの NMR スベクトルとの比較から、上記の GTP
によるポリマーがジシンジオタクチック体であることを明確にした。
クロトン酸エチル、 n-プロピル、イソプロピルおよび n-ブチルでも同様の GTP によりジシンジオタクチックポリ






されるとしづ現象は、 GTP の機構の理解にとっても重要な結果である。この GTP で得られるクロトン酸 n-アルキル
のジシンジオタクチックポリマーは対応するポリメタクリル酸エステルよりも熱的に安定で、新しい高分子材料とし
ての可能性を有する。よって、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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